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リ
ク
ー
ル
に
お
け
る
無
意
識
概
念
の
検
討

l

l
フ
ロ
イ
ト
の
〈
力
〉
と
〈
意
味
〉
の
混
合
言
語
の
分
析

l

i

池

田

1青

l孟

じ

め

フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
理
論
(
特
に
メ
タ
心
理
学
)
は
、
局
所
論
的
経
済
論
的

Z
1
G
5
1
t
S
O
B
S
5
観
点
か
ら
実
体
論
的
と
も

評
さ
れ
る
自
然
主
義
的
局
面
と
、
『
夢
解
釈
』
の
標
題
の
示
す
通
り
、
分
析
経
験
に
お
け
る
夢
の
物
語
的
告
白
や
神
経
症
の
症
候
に
つ
い

て
の
解
釈
に
基
づ
く
解
釈
学
的
局
面
と
を
も
っ
。
力
関
係
を
扱
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
的
局
面
と
意
味
関
係
を
扱
う
解
釈
学
的
現
象
学
的
局

面
、
フ
ロ
イ
ト
の
理
論
に
こ
の
両
局
面
を
〈
力
の
言
説
在
的
口
O
Z
門
印
伝
宮
内

0
2
0
〉
と
〈
意
味
の
言
説
伝
的

g
c
Z
門戸口白

g
印
〉
と
し

て
見
出
し
、

ア
ポ
リ
ア
と
も
言
え
る
こ
の
混
合
構
造
を
そ
の
理
論
の
存
在
理
由
と
捉
え
、
そ
の
構
造
を
認
識
論
的
検
討
に
か
け
る
こ
と

で
〈
力
〉
と
〈
意
味
〉
の
構
造
を
照
ら
し
出
す
こ
と
、
こ
れ
が
、
『
フ
ロ
イ
ト
論
』
等
の
一
連
の
精
神
分
析
関
係
の
論
文
に
お
け
る
リ
ク

ー
ル
の
試
み
で
あ
る
。
リ
ク

l
ル
哲
学
に
お
け
る
精
神
分
析
の
位
置
は
二
重
で
あ
る
。
リ
ク
l
ル
は
方
法
論
的
に
意
味
論
的
平
面
で
の

(
1
)
 

言
語
分
析
か
ら
、
主
体
理
論
と
し
て
の
反
省
論
的
平
面
を
介
し
て
実
存
論
的
段
階
で
の
存
在
論
へ
向
お
う
と
画
策
す
る
の
で
あ
る
が
、



2 

精
神
分
析
は
、
意
識
・
自
我
批
判
で
あ
る
限
り
で
反
省
論
的
平
面
に
属
し
、
ま
た

(
2
)
 

か
り
を
与
え
る
限
り
で
実
存
論
的
段
階
に
属
し
、
こ
の
後
者
の
段
階
で
〈
主
体
の
始
源
論

20rg]omぽ
含
印
己
吉
〉
と
し
て
規
定
さ

〈
意
味
〉
と
〈
力
〉
の
構
造
解
明
の
ひ
と
つ
の
手
が

れ
る
の
で
あ
る
。
意
識
・
自
我
批
判
と
し
て
の
精
神
分
析
か
ら
リ
ク

l
ル
が
読
み
取
る
主
体
概
念
の
変
革
は
、

デ
カ
ル
ト
的
コ
ギ
ト
に

対
す
る
傷
つ
い
た
コ
ギ
ト
の
。
笠
宮

E
2凶
恥
の
設
立
に
あ
る
。
精
神
分
析
が
二
つ
の
局
所
論
に
お
い
て
、
幻
想
化
と
し
て
の

意

識
的
で
あ
る
こ
と
〉
を
脱
幻
想
化
と
し
て
の

〈
意
識
的
に
な
る
こ
と
〉
に
、
支
配
さ
れ
た
〈
自
我
で
あ
る
こ
と
〉
を
支
配
す
る
〈
自
我

に
な
る
こ
と
〉
に
、
す
な
わ
ち
起
源
と
し
て
の
〈
主
体
で
あ
る
こ
と
含

2
1
2』
2
〉
を
課
題
と
し
て
の

〈
主
体
に
な
る
こ
と
仏
白
〈

g弓
l

回£

2
〉
(
の
-HJNω
寸
)

に
変
え
る
必
要
性
を
教
示
す
る
限
り
で
、

リ
ク

l
ル
は
、
反
省
の
措
定
と
意
識
の
主
張
を
同
一
視
す
る
理
論
つ

ま
り
〈
反
省
の
必
当
然
性

l
意
識
の
明
証
性
〉
の
図
式
を
解
体
し
、
意
識
の
不
十
全
性
を
宿
す
コ
ギ
ト
つ
ま
り
自
己
を
措
定
す
る
が
自

己
を
所
有
し
な
い
コ
ギ
ト
を
設
立
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
意
識
・
自
我
批
判
と
し
て
の
消
極
的
な
こ
の
精
神
分
析
と
〈
主
体
の
始
源
論
〉
と
し
て
の
積
極
的
な
精
神
分
析

(
U
-
H
J

色
。
・
の
-
T
N
ω
∞
)
の
結
合
は
、
そ
の
表
裏
一
体
性
に
よ
っ
て
、
主
体
概
念
と
精
神
分
析
理
論
の
存
立
構
造
を
巡
っ
て
次
の
よ
う
な
二
者

択
一
を
迫
る
危
険
を
誘
発
す
る
。

一
方
で
意
識
・
自
我
批
判
の
精
神
分
析
に
お
い
て
、
主
体
概
念
の
変
革
の
流
れ
を
導
く
の
が
局
所
論

的
経
済
論
的
観
点
か
ら
成
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
流
れ
は

E
]
2
〈
根
底
に
あ
る
も
の
〉
を
無
意
識
的
衝
動
に
定

位
し
、
衝
動
一
元
論
、
無
意
識
の
素
朴
実
在
論
へ
と
通
じ
る
。
他
方
で
精
神
分
析
理
論
と
は
、
四
要
素
(
言
語
性
、
相
互
主
観
性
、
心

(
3
)
 

的
現
実
性
、
物
語
性
)
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
分
析
状
況
に
分
析
者
が
標
柱
を
打
つ
意
味
関
係
の
成
文
化
で
あ
り
そ
し
て
そ
の
関

係
を
設
立
し
か
っ
成
文
化
す
る
主
体
が
解
釈
学
的
意
識
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
流
れ
は
そ
の
理
論
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
理
論
の
主
題

た
る
無
意
識
的
衝
動
ま
で
も
そ
の
意
識
の
構
築
物
と
み
な
し
、
自
己
自
身
に
透
明
な
意
識
た
る
超
越
論
的
主
観
性
を
中
心
と
す
る
衝
動



の
観
念
論
へ
と
通
ビ
る
。
し
か
し
主
体
概
念
に
〈
力
〉
と
〈
意
味
〉
の
二
者
択
一
を
迫
る
こ
と
で
成
立
す
る
こ
の
対
立
構
造
を
、

フ
ロ

イ
ト
の
理
論
の
〈
力
の
言
説
〉
と
〈
意
味
の
言
説
〉
の
混
合
構
造
を
検
討
し
つ
つ
、
〈
力
〉
と
〈
意
味
〉
の
相
補
的
構
造
と
し
て
捉
え
直

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
主
体
の
始
源
論
〉
ヘ
道
を
聞
く
こ
と
、
こ
れ
が
リ
ク

i
ル
の
意
図
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
主
体
概
念
を
〈
力
〉
の
側

に
置
く
前
者
の
流
れ
に
対
し
て
は
、
精
神
分
析
は
主
体
と
し
て
の
意
識
・
自
我
を
更
迭
す
る
が
、
意
識
・
自
我
一
般
を
排
除
し
は
せ
ず
、

そ
れ
に
自
己
解
釈
の
必
要
性
を
課
す
る
こ
と
で
解
釈
学
的
意
識
と
し
て
回
復
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
「
脱
中
心
化
の
第
一
の
課
題
は
解

リクールにおける無意識概念の検討

釈
に
お
け
る
意
味
の
再
把
握
と
い
う
第
二
の
課
題
か
ら
分
離
さ
れ
え
ず
」
(
ロ
・
「
白
戸
)
、
最
終
的
に
は
「
無
意
識
の
実
在
は
絶
対
的
実
在

で
は
な
く
、
そ
れ
に
意
味
を
与
え
る
操
作
と
相
対
的
で
あ
る
」

B
L・-お
ω)
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
主
体
概
念
を
〈
意
味
〉
の
側
に

置
く
後
者
の
流
れ
に
対
し
て
は
、
力
関
係
を
扱
う
分
析
作
業
と
し
て
の
〈
治
療
方
法
〉
が
、
意
味
関
係
を
設
立
す
る
解
釈
と
し
て
の

〈
探
究
手
続
き
〉
を
自
己
の
知
的
部
分
と
し
て
内
包
し
、
ま
た
〈
理
論
〉
が
両
者
の
統
合
を
目
論
む
(
戸
戸
い
C
N
)

に
す
ぎ
な
い
限
り
で
、

と
し
て
の
実
践
で
あ
る
と
反
論
せ
ね
ば
は
ら
な
い
。
〈
主
体
の
始
源
論
〉

精
神
分
析
は
終
始
「
抵
抗
に
対
す
る
戦
い
」
(
ロ
・
「
話
。
)

J¥ 

の
道
程
を
図
式
化
す
れ
ば
、

フ
ロ
イ
ト
理
論
の
〈
力
の
言
説
〉
と
〈
意
味
の
言
説
〉
の
関
係
構
造
の
分
析
を
通
し
て
、
リ
ク

l
ル
は
エ

ネ
ル
ギ
l
論
的
局
面
か
ら
結
果
す
る
無
意
識
的
衝
動
の
素
朴
実
在
論
に
対
し
て
は
、
そ
の
衝
動
と
解
釈
学
的
意
識
の
相
対
性
を
、
解
釈

学
的
局
面
か
ら
結
果
す
る
解
釈
学
的
意
識
を
中
心
と
す
る
観
念
論
に
対
し
て
は
、
そ
の
意
識
へ
の
無
意
識
的
衝
動
の
還
元
不
可
能
性
を

論
じ
る
の
で
あ
る
。
拙
論
は
リ
ク
l
ル
の
精
神
分
析
関
係
の
諸
論
文
を
参
照
し
つ
つ
、
大
著
『
フ
ロ
イ
ト
論
』
に
沿
っ
て
こ
の
道
程
を
跡

づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

無
意
識
的
衝
動
の
素
朴
実
在
論
に
対
し
て
そ
の
衝
動
の
解
釈
学
的
意
識
へ
の
相
対
性
を
確
証
す
る
行
程
は
簡
略
化
す
れ
ば
、
直
接
意

3 

識
の
放
棄
↓
意
識
性
]
0
0
0
コ印

2
2
Eの
回
復
↓
解
釈
学
的
意
識
の
顕
示
、
で
あ
る
。
そ
れ
は
フ
ロ
イ
ト
読
解
ー
ー
そ
の
著
作
の
建
築



4 

学
的
再
構
成
(
の

-
r
E
S
-
-の
地
平
で
の
二
つ
の
コ
ー
ス
、
け
フ
ロ
イ
ト
に
お
け
る
局
所
論
的
経
済
論
的
観
点
と
衝
動
概
念
の
獲

得
に
よ
る
直
接
意
識
の
放
棄
の
コ

i
ス

(
本
論
第
一
章
)
、
口
フ
ロ
イ
ト
に
お
け
る
〈
衝
動
の
心
的
代
表

1
b印
g
gま
ロ
宮
司
。

r
s
s

P
F
H
}
Z
F
Eコ
〉
概
念
に
よ
る
意
識
性
の
回
復
の
コ

l
ス
〈
本
論
第
二
章
〉
を
経
、
次
に
寸
客
観
性
と
知
解
可
能
性
の
新
し
い
領
域
を

秩
序
づ
け
る
そ
の
能
力
に
よ
っ
て
実
在
論
的
概
念
を
正
当
化
す
る
」
(
ロ
・
「
企
匂
)
カ
ン
ト
的
認
識
論
の
地
平
で
の
解
釈
学
的
意
識
を
中

心
と
し
た
フ
ロ
イ
ト
読
解
の
捉
え
直
し
(
本
論
第
三
章
)

へ
と
至
る
。
し
か
し
こ
の
捉
え
直
し
か
ら
結
果
す
る
無
意
識
的
衝
動
の
観
念

論
に
対
し
て
解
釈
学
的
意
識
へ
の
そ
の
衝
動
の
還
元
不
可
能
性
を
論
じ
る
行
程
は
、
再
び
フ
ロ
イ
ト
の
読
解
の
地
平
に
回
帰
し
そ
の
経

済
論
の
究
極
的
意
味
を
聞
い
、
〈
主
体
の
始
源
論
〉

へ
と
道
を
聞
く
の
で
あ
る
(
本
論
第
四
章
)
。

直
接
意
識
の
放
棄
の
コ

l
ス

こ
の
コ

l
ス
は
フ
ロ
イ
ト
に
お
け
る
局
所
論
的
経
済
論
的
観
点
と
衝
動
概
念
の
獲
得
か
ら
始
ま
る
。
局
所
論
的
観
点
は
、
無
意
識
概

念
を
意
識
に
対
す
る
潜
在
状
態
と
し
て
の
〈
無
意
識
的
〉
表
象
と
し
て
規
定
す
る
記
述
的
観
点
に
端
を
発
し
、
「
意
識
の
接
近
を
血
む

諸
力
に
よ
っ
て
意
識
か
ら
排
除
さ
れ
た
〈
諸
思
想
〉
」
(
巴
・
「
ロ
ω)
と
し
て
そ
の
概
念
を
捉
え
る
力
動
的
観
点
を
媒
介
と
し
て
成
立
す

る。

つ
ま
り
表
象
が
「
意
識
的
に
な
る
こ
と
は
二
つ
の
様
態
を
も
っ
。
そ
れ
が
可
能
で
容
易
で
あ
る
場
合
は
単
に
前
意
識
と
言
わ
れ
、

そ
れ
が
禁
止
さ
れ
〈
切
断
さ
れ
る
〉
場
合
は
無
意
識
と
言
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
我
々
は
一
二
つ
の
審
級
、
無
意
識

H
2、
前
意
識
司

2
、

意
識
の
問
、
を
も
っ
。
:
・
〈
体
系
へ
の
帰
属
性
〉
は
無
意
識
を
そ
れ
だ
け
で
措
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
(
ロ
・
「
ロ
ω
j
H
N
K
F
)
。
経
済

論
的
観
点
が
こ
の
局
所
論
を
現
実
化
す
る
。
そ
れ
は
仮
説
的
基
礎
概
念
と
し
て
衝
動
を
定
立
し
、
そ
れ
を
二
分
す
る
補
助
仮
説
と
し
て

性
衝
動
と
保
存
衝
動
と
を
臨
床
に
基
づ
い
て
区
分
し
、

一
般
仮
説
と
し
て
快
感
原
則
と
そ
の
機
能
成
就
に
ま
わ
り
道
を
開
く
現
実
原
則



を
定
立
し
、
さ
ら
に
多
数
の
仮
説
を
定
立
す
る
こ
と
で
快

l
目
標
の
達
成
過
程
を
量
的
に
把
捉
す
る
。
対
象
概
念
よ
り
も
快

l
目
標
概

念
を
優
先
す
る
こ
の
経
済
論
的
観
点
は
「
何
も
の
か
を
愛
す
る
こ
と
と
自
己
を
愛
す
る
こ
と
と
の
原
初
的
融
合
」
(
ロ
-
F
L
N
S
と
し
て

の
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
る
。
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
の
第
一
段
階
と
は
外
界
が
関
心
の
対
象
と
な
ら
ず
、
自
我
・
主
体
だ
け

が
快
の
源
泉
で
あ
る
自
体
愛
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
は
、
自
我
・
主
体
が
、
保
存
衝
動
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
対
象
を
そ
れ
が
快

の
源
泉
と
な
る
限
り
で
自
己
の
内
に
摂
取
し
、
ま
た
自
己
の
内
で
不
快
の
原
因
と
な
る
も
の
を
外
に
投
射
す
る
こ
と
で
、
快
を
も
つ
も

リクールにおける無意識概念の検討

の
と
不
快
を
も
つ
も
の
と
が
自
我
・
主
体
と
外
界
・
対
象
と
し
て
経
済
論
的
に
分
割
さ
れ
る
過
程
を
経
て
、
対
象
的
段
階
へ
移
行
す
る
。

こ
の
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
的
な
経
済
論
的
分
配
過
程
の
結
果
と
し
て
成
立
し
た
対
象
的
段
階
に
・
お
い
て
、
快
や
不
快
は
自
我
・
主
体
の
対
象

に
対
す
る
関
係
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
関
係
が
快
で
あ
る
時
我
々
は
そ
の
対
象
に
魅
力
を
感

U
、
逆
の
時
我
々
は
そ
の
対
象

に
反
発
を
感
じ
る
。
主
体
|
対
象
関
係
の
こ
の
経
済
論
的
分
配
を
主
導
し
た
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
は
、
愛
す
る
対
象
の
喪
失
に
対
す
る
正
常

な
反
応
で
あ
る
喪
と
、
自
己
感
情
の
低
下
と
激
し
い
自
己
批
難
を
伴
う
点
で
そ
の
病
的
な
反
応
で
あ
る
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
と
に
共
通
の
基
本

条
件
で
あ
る
。
喪
で
は
、
対
象
よ
り
も
生
き
の
び
よ
う
と
す
る
自
己
へ
の
愛
着
た
る
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
に
よ
っ
て
リ
ピ
ド

l
の
備
給
変
化

が
生
じ
、
し
か
も
そ
の
間
失
わ
れ
た
対
象
が
心
的
に
存
在
し
続
け
る
限
り
で
、
対
象
へ
の
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
的
同
一
化
が
基
底
に
あ
る
。

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
で
は
、
リ
ピ
ド
l
は
新
し
い
対
象
備
給
に
向
わ
ず
自
我
の
中
に
引
き
こ
も
り
、
自
我
と
失
わ
れ
た
対
象
を
同
一
化
す
る
。

こ
の
対
象
へ
の
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
的
同
一
化
に
よ
っ
て
、
対
象
の
喪
失
は
自
我
の
喪
失
と
な
り
(
↓
自
己
感
情
の
低
下
)
、
自
我
と
愛
す
る

対
象
の
葛
藤
は
自
我
の
批
判
能
力
と
、
同
一
化
に
よ
っ
て
変
容
し
た
自
我
自
身
と
の
聞
に
存
続
す
る
(
↓
自
己
批
難
)
に
至
る
。

こ
の
フ
ロ
イ
ト
読
解
を
地
平
に
し
て
、
リ
ク

l
ル
は
直
接
意
識
を
放
棄
す
る
た
め
の
三
契
機
を
見
い
出
す
。
第
一
の
契
機
は
局
所
論

5 

に
存
す
る
。
意
識
が
「
外
在
と
の
す
べ
て
の
関
係
の
座

L
B・-
J
H

∞H
)

と
し
て
意
識

1
知
覚
系
の

T
喝
の
主
に
す
ぎ
な
い
限
り
で
、
重
要
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な
の
は
意
識
的
で
あ
る
こ
と
合

Z
占
0
2
8
広
三
よ
り
も
、
抵
抗
を
抑
え
て
無
意
識
系
の
表
象
を
意
識
系
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
、

つ
ま

り
意
識
的
に
な
る
こ
と

r
g
E円
1
0
8
2万
三
で
あ
る
。
第
二
の
契
機
は
主
体
|
対
象
関
係
発
生
の
経
済
論
的
分
割
に
存
す
る
。
現
象

学
の
基
底
に
あ
る
志
向
性
の
一
方
の
極
と
し
て
の
自
我
と
他
方
の
極
と
し
て
の
対
象
が
、
経
済
論
的
分
配
に
よ
っ
て
成
立
し
た
対
象
的

段
階
に
属
す
の
で
あ
れ
ば
、
自
我
は
構
成
的
働
き
を
失
い
、
対
象
も
分
析
の
導
き
手
と
い
う
資
格
を
失
う
。

つ
ま
り
自
我
も
対
象
も

「
衝
動
の
目
標
の
変
数
」

(UL--
邑
ω)
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
第
一
二
の
契
機
は
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
に
存
す
る
。
正
常
な
喪
に
も
病
的

な
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
に
も
共
に
通
底
す
る
対
象
へ
の
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
的
同
一
化
は
「
対
象
価
値
と
主
体
価
値
が
絶
え
ず
交
換
さ
れ
る
」

(
F
E・
)

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
我
と
対
象
の
区
別
は
意
識
の
判
断
を
逃
れ
る
の
で
あ
る
。
リ
ク

l
ル
は
こ
の
ナ
ル
シ
シ

ス
ム
を
直
接
意
識
の
放
棄
の
極
点
と
捉
え
、

フ
ロ
イ
ト
と
共
に
、
意
識
的
に
な
る
こ
と
に
対
す
る
「
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
の
抵
抗
」
(
ロ
・
「
邑
ω)

と
言
う
。
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
は
「
真
理
へ
の
我
々
の
極
度
の
抵
抗
が
帰
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
真
の
悪
霊

L
g・-
J

出
品
)
と
し
て
現
わ
れ
、

原
初
的
な
コ
ギ
ト
に
共
外
延
的
な
偽
わ
り
の
コ
ギ
ト

-
o
p自
の

o住
吉
を
成
立
さ
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
リ
ク

1
ル
は
、

フ
ロ
イ

ト
に
お
け
る
局
所
論
と
ナ
ル
シ
シ
ス
ム
に
裏
打
ち
き
れ
た
衝
動
の
経
済
論
、

つ
ま
り
〈
力
の
言
説
〉
の
中
に
直
接
意
識
の
放
棄
を
読
み

取
る
の
で
あ
る
。意

識
性
の
回
復
の
コ

l
ス

こ
の
コ

l
ス
は
〈
衝
動
の
心
的
代
表
〉
概
念
の
検
討
か
ら
始
ま
る
。
衝
動
は
精
神
分
析
が
前
提
す
る
対
象
で
あ
る
限
り
で
、
心
的
生

活
の
生
物
学
的
側
面
の
捨
象
に
よ
る
〈
心
的
な
も
の
〉
と
〈
身
体
的
な
も
の
〉
と
の
限
界
概
念
と
し
て
現
わ
れ
、
結
局
そ
れ
は
〈
心
的

代
表
〉
概
念
と
等
価
で
あ
る
。
「
意
識
的
な
も
の
に
お
け
る
す
べ
て
の
露
出
物
は
こ
の
心
的
代
表
、
こ
の
原
初
的
な
〈
相
当
物
〉
の
諸
置



換
に
す
ぎ
な
い
」
(
巴
・
「
お
∞
)
。
と
こ
ろ
で
リ
ク

l
ル
は
フ
ロ
イ
ト
に
従
っ
て
、
こ
の

〈
心
的
代
表
〉
に
〈
表
象
代
理

Z
匂
『

Z
S
E
E
l

可
。
句
『

2
2
g
gコ
〉
と
〈
情
動
え
『

2
Z
〉

の
区
別
を
行
う
が
、
戦
略
上
後
者
を
カ
ッ
コ
に
入
れ
、
衝
動
を
〈
表
象
代
理
〉
に
限
定
し

て
論
を
進
め
る
。
拙
論
は
リ
ク
ー
ル
に
依
っ
て
、
〈
情
動
〉
概
念
の
中
に
解
釈
学
的
意
識
へ
の
無
意
識
的
衝
動
の
還
元
不
可
能
性
の
行
程

を
辿
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
〈
表
象
代
理
〉
の
問
題
性
の
み
を
扱
う
。

抑
圧
は
こ
の

〈
表
象
代
理
〉
と
無
意
識
の
関
係
を
明
確
に
す
る
。
原
抑
圧
と
本
来
の
抑
圧
と
に
二
分
さ
れ
る
抑
圧
は
、
〈
衝
動
の
表
象

リクールにおける無意識概念の検討

代
理
〉
に
隔
た
り
と
歪
曲
と
い
う
複
雑
性
を
導
入
す
る
機
制
で
あ
る
が
、
し
か
し
衝
動
と
そ
の
〈
心
的
代
表
〉
と
し
て
の
〈
表
象
代
理
〉

聞
の
機
制
で
は
な
い
。
こ
の
機
制
は
定
義
上
あ
り
得
な
い
。
原
抑
圧
は
〈
表
象
代
理
〉
が
意
識
系
に
入
る
の
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
原
抑
圧
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
〈
表
象
代
理
〉
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
固
着
の
産
物
で
あ
り
、
不
変
の
ま
ま
存
続
し
、
衝
動
が
そ

の
〈
表
象
代
理
〉
に
結
合
し
た
状
態
が
続
い
て
い
る
と
し
か
言
え
な
い
。
本
来
の
抑
圧
と
は
、
原
抑
圧
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
〈
表
象
代
理
〉

の
心
的
派
生
物
と
、
他
の
所
で
生
じ
、
こ
の
〈
表
象
代
理
〉
と
連
合
関
係
に
入
っ
た
思
想
連
鎖
と
が
意
識
系
に
入
る
の
を
拒
否
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
抑
圧
理
論
に
よ
れ
ば
無
意
識
は
、
〈
表
象
代
理
〉
を
核
と
し
た
心
的
派
生
物
と
思
想
連
鎖
の
無
限
の
枝
分
れ
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
体
系
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
心
的
派
生
物
等
は
、
隔
た
り
と
歪
曲
を
蒙
り
な
が
ら
も
症
候
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
で

意
識
系
へ
の
通
路
が
聞
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
体
系
聞
を
分
離
す
る
抑
圧
と
い
う
境
界
線
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
体
系
聞
に
、
意
識
系

も
無
意
識
系
も
共
に
心
的
で
あ
る
と
い
う
構
造
上
の
共
通
性
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
隔
た
り
と
歪
曲
を
導
入
す
る
抑
圧
の
機
制

は
抑
圧
の
結
果
か
ら
逆
に
推
論
し
て
理
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
り
、
表
象
や
目
的
等
の
意
識
的
過
程
に
適
用
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ

ー
が
無
意
識
過
程
の
記
述
に
適
用
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
分
析
は
心
的
派
生
物
等
を
常
に
よ
り
原
初
的
な
衝
動
表
現
と
比
較
し
て
、

7 

そ
の
隔
た
り
と
歪
曲
の
度
合
に
従
っ
て
解
釈
す
る
術
と
し
て
成
立
す
る
。
こ
の
時
、
例
え
ば
分
析
さ
れ
る
心
的
現
象
の
側
の
心
的
諸
派
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生
物
聞
の
隔
た
り
と
歪
曲
と
い
う
関
係
は
、
分
析
自
体
の
側
の
翻
訳
関
係
の
対
応
物
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
フ
ロ
イ
ト
読
解
を
地
平
に
し
て
、
〈
衝
動
の
心
的
代
表
〉
概
念
か
ら
リ
ク

I
ル
は
意
識
性
回
復
の
二
契
機
を
読
み
取
る
。
そ
の
概

念
は
、
無
意
識
系
を
構
成
す
る
核
と
し
て
の
〈
表
象
代
理
〉
と
そ
の
心
的
派
生
物
や
思
想
連
鎖
が
、
隔
た
り
と
歪
曲
を
通
し
て
自
ら
を

偽
装
し
な
が
ら
も
、
意
識
系
に
露
呈
さ
れ
る
こ
と
、

つ
ま
り
無
意
識
系
も
意
識
系
も
心
的
で
あ
る
と
い
う
構
造
上
の
共
通
性
を
意
味
す

る
。
こ
の
共
通
性
に
よ
っ
て
精
神
分
析
は
、
意
識
系
と
無
意
識
系
聞
の
隔
た
り
と
歪
曲
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
識
レ
ベ
ル
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
無
意
識
レ
ベ
ル
に
適
用
し
、
無
意
識
レ
ベ
ル
の
機
制
を
意
識
系
か
ら
の
翻
訳
と
し
て
提
示
し
得
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
隔
た
り
・

歪
曲
関
係
と
翻
訳
関
係
の
対
応
性
か
ら
す
れ
ば
、
〈
心
的
代
表
〉
概
念
は
意
識
と
無
意
識
の
心
的
と
い
う
構
造
上
の
共
通
性
を
意
味
す
る

ば
か
り
か
、
「
心
的
な
も
の
は
意
識
的
に
な
る
可
能
性
(
そ
れ
が
い
か
に
遠
く
困
難
な
も
の
で
あ
れ
)

な
し
に
は
定
義
さ
れ
得
な
い
」

(
U
L
-
-
h
H
)
こ
と
を
合
意
す
る
。

つ
ま
り
無
意
識
系
の
表
象
が
正
し
く
そ
の
系
に
属
す
と
言
い
得
る
に
は
、
そ
の
表
象
が
抵
抗
に
抗

し
て
意
識
系
に
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ
る
。
意
識
的
に
な
る
こ
と
は
患
者
の
解
放
へ
の
課
題
で
あ
る
ば
か
り
か
、
精
神

分
析
的
解
釈
の
基
本
課
題
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
〈
衝
動
の
心
的
代
表
〉
概
念
の
二
重
の
意
味
、
心
的
と
い
う
構
造
上
の

共
通
性
に
よ
る
意
識
系
か
ら
無
意
識
系
へ
の
翻
訳

l
解
釈
可
能
性
と
、
意
識
的
に
な
る
こ
と
に
よ
る
そ
の
解
釈
の
正
当
な
区
分
の
可
能

性
と
か
ら
、
リ
ク

l
ル
は
フ
ロ
イ
ト
と
共
に
、
「
意
識
性
は
我
々
の
す
べ
て
の
研
究
の
出
発
点
を
な
す
L
(
F
F
)
と
言
う
の
で
あ
る
。
従

っ
て
「
衝
動
の
一
次
代
表
が
い
か
に
隔
て
ら
れ
そ
の
派
生
物
が
い
か
に
歪
曲
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
意
味
の
区
画
に
属

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
原
理
上
意
識
現
象
と
の
関
係
で
翻
訳
さ
れ
得
る
ο

要
す
る
に
精
神
分
析
が
可
能
な
の
は
意
識
へ
の
回
帰
と
し
て

で
あ
っ
て
、
な
ぜ
な
ら
或
る
種
の
仕
方
で
無
意
識
は
意
識
と
等
質
な
の
で
あ
る
か
ら
。
無
意
識
は
意
識
の
相
対
的
他
者
で
あ
り
絶
対
的

他
者
で
は
な
い
」
(
伊
民
・
)
。
こ
う
し
て
リ
ク

l
ル
は
、
精
神
分
析
的
解
釈
の
始
点
か
ら
終
点
に
至
る
ま
で
意
識
性
へ
の
そ
の
解
釈
の
参
照



関
係
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
無
意
識
的
衝
動
、
正
確
に
は
そ
の
〈
表
象
代
理
〉
を
核
と
し
た
無
意
識
系
を
翻
訳
に
よ
っ
て
徹
頭
徹
尾
雷

語
化
可
能
な
も
の
と
み
な
し
、

フ
ロ
イ
ト
の
理
論
を
解
釈
に
よ
っ
て
成
立
し
た
〈
意
味
の
言
説
〉
と
し
て
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

解
釈
学
的
意
識
の
顕
示

顧
み
れ
ば
、
直
接
意
識
の
放
棄
は
局
所
論
的
経
済
論
的
観
点
か
ら
の
〈
力
の
言
説
〉
設
立
コ

l
ス
上
に
あ
り
、
意
識
性
の
回
復
は
解

リクールにおける無意識概念の検討

釈
に
よ
る
〈
意
味
の
言
説
〉
設
立
コ

l
ス
上
に
あ
る
。
無
意
識
的
衝
動
を
無
意
識
的
表
象
群
の
核
と
し
て
の
〈
表
象
代
理
〉
に
限
り
、
従

っ
て
暫
定
的
に
両
言
説
の
関
係
構
造
を
見
定
め
て
・
お
く
こ
と
が
こ
の
章
の
課
題
で
あ
る
。

フ
ロ
イ
ト
読
解
の
地
平
で
も
「
正
し
く
心
的

表
現
、
心
的
代
表
と
い
う
概
念
に
お
い
て
経
済
論
と
解
釈
学
は
一
致
す
る
よ
う
に
な
る
」
(
ロ

-
T
Z
ω
)
と
言
わ
れ
る
通
り
、
そ
の
構
造

は
〈
力
の
言
説
〉
の
〈
意
味
の
言
説
〉
へ
の
混
合
で
あ
り
帰
属
性
で
あ
る
と
言
え
る
。
直
接
意
識
の
放
棄
を
促
し
た
対
象
概
念
を
「
超

越
論
的
導
き
手
」

(
U
-
F
L
H
N
)
と
し
て
回
復
す
る
こ
と
で
、
こ
の
帰
属
性
を
顕
在
化
す
る
の
が
、
カ
ン
ト
的
認
識
論
を
地
平
に
し
た
、

超
越
論
的
主
観
性
と
し
て
の
解
釈
学
的
意
識
を
前
面
に
出
し
た
フ
ロ
イ
ト
読
解
の
捉
え
直
し
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
無
意
識
の
実
在
論
を

課
す
局
所
論
と
経
済
論
的
観
点
を
解
釈
学
的
場
に
結
び
つ
け
直
す
こ
と
で
、
そ
の
実
在
論
的
概
念
を
正
当
化
す
る
と
同
時
に
、
無
意
識

を
解
釈
学
的
意
識
に
よ
っ
て
相
対
化
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
「
実
在
論
的
概
念
の
可
能
な
唯
一
の
批
判
は
、
認
識
論
的
批
判
1

1

カ
ン
ト

の
〈
超
越
論
的
演
輝
〉
と
い
う
意
味
で
i

|
実
在
論
的
概
念
を
〈
演
縛
す
る
〉
批
判
で
あ
る
L
(
U
-
H
J
b
c
)。

9 

付
メ
タ
心
理
学
は
、
「
現
実
解
読
の
可
能
性
の
条
件
」
(
の

-
T
E
U
)
と
し
て
発
見
的
価
値
を
も
っ
局
所
論
に
よ
っ
て
解
釈
の
場
を
決

定
し
て
い
る
限
り
で
、
任
意
の
構
築
で
は
な
い
。
口
分
析
は
、
終
り
あ
る
限
り
で
、
あ
の
で
は
な
く
こ
の
言
語
連
鎖
の
事
実
上
の
存
在

に
達
す
る
。
日
分
析
は
、
あ
の
で
は
な
く
こ
の
言
語
連
鎖
を
選
択
す
る
限
り
で
、
分
析
と
言
語
連
鎖
と
の
無
限
の
結
合
を
制
限
す
る
よ
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う
な
類
型
的
実
在
を
前
提
と
す
る
が
、
同
時
に
そ
の
分
析
は
こ
の
言
語
連
鎖
の
選
択
に
よ
っ
て
そ
の
類
型
的
実
在
を
検
証
す
る
に
至
る
。

細
川
経
済
論
的
モ
デ
ル
は
無
意
識
に
機
械
論
的
性
格
を
課
す
と
し
て
も
、
そ
の
機
械
論
は
そ
の
モ
デ
ル
の
発
見
的
価
値
に
よ
っ
て
十
分
基

(4) 

礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
意
味
で
リ
ク

l
ル
は
、
経
済
論
的
モ
デ
ル
に
裏
打
ち
さ
れ
た
局
所
論
の
課
す
無
意
識
の
実
在
論
を
、

そ
れ
が
終
り
あ
る
分
析
の
相
関
者
で
あ
り
、
無
意
識
を
な
す
表
象
の
実
在
論
と
し
て
寸
認
識
可
能
な
実
在
の
実
在
論
」

(
F
E
・
)
で
あ
る

限
り
で
、

カ
ン
ト
的
な
経
験
的
実
在
論
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
る
。
「
精
神
分
析
の
経
験
的
実
在
論
が
正
し
く
意
味
す
る
の
は
、
無
意
識

は
認
識
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
〈
表
象
代
理
〉
の
中
で
の
み
そ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
の
-
F
・
5
。
)
。
カ
ン
ト
が
自
然
科

学
的
認
識
の
た
め
に
経
験
的
実
在
論
と
超
越
論
的
観
念
論
を
合
体
さ
せ
た
と
同
様
、
リ
ク

l
ル
は
精
神
分
析
的
認
識
の
た
め
に
、
無
意

識
の
経
験
的
実
在
性
が
認
識
論
的
意
味
で
解
釈
の
操
作
に
相
対
的
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
相
対
性
は
三
つ
の

カ
ッ
コ
入
れ
目
印

0
2
∞己回目

)g∞
に
基
づ
い
た
三
段
階
か
ら
な
る
。

付
無
意
識
は
、
例
え
ば
派
生
物
か
ら
起
源
へ
と
遡
行
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
解
読
の
諸
規
則
に
相
対
的
で
あ
る
(
客
観
的

相
対
性
)
。
こ
の
相
対
性
は
、
分
折
者
も
被
分
析
者
も
含
め
て
無
意
識
を
も
っ
意
識
に
、
そ
の
無
意
識
の
実
在
性
を
関
係
ゃ
つ
け
る
こ
と
を

カ
ッ
コ
に
入
れ
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
こ
の
意
味
で
こ
の
相
対
性
は
、
心
理
主
義
的
意
味
で
の
解
釈
者
の
投
射
で
は
な
く
、
無
意
識
が

認
識
論
的
意
味
で
解
釈
学
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
口
無
意
識
は
解
読
の
諸
規
則
を
施
行
す
る
分
析
者
の
意
識
に
相

対
的
で
あ
る
(
相
互
主
観
的
相
対
性
)
。
こ
の
相
対
性
は
自
分
の
も
の
と
し
て
無
意
識
を
も
っ
被
分
析
者
の
意
識
に
そ
の
無
意
識
の
実
在
/

性
を
関
係
守
つ
け
る
こ
と
を
カ
ッ
コ
に
入
れ
る
こ
と
か
ら
成
立
す
る
。
被
分
析
者
の
無
意
識
は
彼
の
意
識
に
よ
っ
て
独
力
で
構
成
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
症
候
と
い
う
能
記
と
し
て
顕
現
す
る
こ
と
で
、
証
人
意
識
た
る
他
者
と
し
て
の
分
析
者
の
意
識
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
無
意
識
が
被
分
析
者
の
無
意
識
で
あ
る
と
言
い
得
る
に
は
、
意
識
的
に
な
る
こ
と
の
問
題
性
を
含
む
治
療
関



係

z
v
z
g
H
Y
P
Z宮
E
5
5
が
究
極
的
に
必
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
は
ま
ず
抽
象
的
と
は
言
え
そ
の
関
係
を
カ
ッ
コ
に
入
れ

て
、
診
断
関
係
吋
叩

F
z
g
p
門
官
官

ozw
の
中
で
そ
の
無
意
識
が
他
者
と
し
て
の
分
析
者
の
意
識
に
よ
っ
て
認
識
論
的
意
味
で
構
成

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
日
無
意
識
は
治
療
関
係
の
中
で
分
析
者
と
被
分
析
者
間
に
不
可
欠
的
に
生

U
る
転
移
中
の
言
語
に
相
対
的
で
あ

る

(
主
観
的
相
対
性
)
。
こ
の
相
対
性
は
治
療
関
係
に
予
測
不
可
能
な
出
来
事
を
導
入
す
る
、
分
析
者
の
独
自
の
性
格
と
被
分
析
者
の
出

会
い
に
無
意
識
の
実
在
性
を
関
係
、
つ
け
る
こ
と
を
カ
ッ
コ
に
入
れ
る
こ
と
か
ら
成
立
す
る
。
被
分
析
者
の
反
復
強
迫
を
制
御
し
そ
れ
を

リクールにおける無意識概念の検討

想
起
の
動
機
へ
と
変
え
る
た
め
の
手
段
、
従
っ
て
病
気
か
ら
実
生
活
へ
の
移
行
が
な
さ
れ
る
媒
介
領
域
と
し
て
定
義
さ
れ
る
転
移
は
、

分
析
者
が
そ
れ
を
誘
発
し
、
蒙
り
、
方
向
づ
け
得
る
限
り
で
、
学
習
可
能
で
あ
る
か
ら
、
無
意
識
は
そ
の
転
移
中
の
言
語
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
リ
ク

l
ル
は
、

フ
ロ
イ
ト
読
解
の
地
平
に
お
け
る
意
識
性
へ
の
無
意
識
の
相
対
性
と
は
異
な
る
こ
の
三
重
の

意
味
を
も
っ
「
新
し
い
種
類
の
相
対
性
」
(
ロ
・
「
色
∞
)
、
つ
ま
り
解
釈
の
火
床
と
し
て
の
超
越
論
的
主
観
性

1
解
釈
学
的
意
識
へ
の
無
意

識
の
相
対
性
に
よ
っ
て
、
無
意
識
を
そ
の
意
識
に
よ
っ
て
認
識
論
的
に
構
成
さ
れ
た
解
釈
学
的
構
成
物
と
捉
え
、
そ
の
実
在
性
を
診
断

さ
れ
た
(
四
円
高
ロ
0
2
2
5
0
実
在
性
と
捉
え
直
す
こ
と
で
、
経
験
的
実
在
論
に
超
越
論
的
観
念
論
を
合
体
す
る
の
で
あ
る
。
「
従
っ
て
我
々

(
〈
表
象
代
理
〉
と
し
て
の
エ
ス
l

i
筆
者
注
)
の
実
在
性
と
意
味
の
理
念
性
で
あ
る
。

は
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
。

つ
ま
り
エ
ス

1二

ス

が
解
釈
者
に
思
惟
す
る
も
の
を
与
え
る
限
り
で
エ
ス
の
実
在
性
。
意
味
が
分
析
の
終
り
に
の
み
あ
り
、
分
析
経
験
の
中
で
そ
し
て
転
移

の
言
語
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
限
り
で
意
味
の
理
念
性
。
」

(
U
L
-
-
b
u
)。

四

主
体
の
始
源
論
|
|
超
越
論
的
主
観
性
の
抽
象
性

11 

〈
力
の
言
説
〉
を
な
す
局
所
論
的
経
済
論
的
モ
デ
ル
は
解
釈
学
的
意
識
に
よ
る
構
成
の
場
の
外
で
は
意
味
を
も
た
な
い

(
F
E
・
)
以
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上
、
そ
の
モ
デ
ル
が
〈
意
味
の
言
説
〉
内
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
で
、
〈
力
の
言
説
〉
は
〈
意
味
の
言
説
〉
に
存
立
基
盤
を
も
つ
の
で
あ

マ
令
。

エ
ス
が
自
ら
を
表
象
と
し
て
解
釈
者
に
与
え
、
解
釈
者
が
そ
の
表
象
を
言
語
化
し
得
る
限
り
で
、

エ
ス
の
実
在
性
は
意
味
の
理

念
性
に
よ
っ
て
徐
々
に
侵
食
さ
れ
置
換
さ
れ
る
と
言
い
得
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
リ
ク
l
ル
は
解
釈
学
的
意
識
の
構
成
作
用
に
お
け
る

〈
意
味
〉

J¥ 

の

〈
力
〉
の
こ
の
還
元
可
能
性
を
通
し
て
、
〈
力
の
言
説
〉
を
空
洞
化
し
て
終
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
還
元
可
能
性
は
無

意
識
的
衝
動
を
〈
表
象
代
理
〉
に
限
定
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
こ
か
ら
無
意
識
の
解
釈
学
的

意
識
へ
の
相
対
性
が
三
重
の
カ
ッ
コ
入
れ
を
前
提
と
し
、
そ
の
実
在
性
は
認
識
論
的
意
味
し
か
も
た
ぬ
診
断
さ
れ
た
実
在
性
で
し
か
な

く
、
治
療
関
係
に
対
し
て
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
る

(ロ・円

J
b
s
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
治
療
関
係

に
お
け
る
無
意
識
的
衝
動
の
実
在
性
、

つ
ま
り
解
釈
学
的
意
識
へ
の
そ
の
衝
動
の
還
元
不
可
能
性
の
行
程
を
辿
ろ
う
。
こ
れ
は
治
療
方

法
と
し
て
の
「
精
神
分
析
に
と
っ
て
は
表
象
の
運
命
よ
り
重
要
な
」
(
ロ

-rzu)、
ま
た
経
済
論
を
観
点
や
モ
デ
ル
と
し
て
で
は
な
く

「
諸
物
と
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
人
間
に
つ
い
て
の
見
方
全
体
」
(
ロ
・
円
J

色
。
)
と
し
て
そ
の
存
在
論
的
意
味
を
問
う
こ
と
で
〈
主

体
の
始
源
論
〉

へ
と
道
を
聞
く
〈
情
動
〉
の
問
題
性
か
ら
始
ま
る
。
認
識
論
的
レ
ベ
ル
で
の
診
断
さ
れ
た
実
在
性
と
し
て
の
無
意
識
的

衝
動
の
経
験
的
実
在
性
を
、
実
存
的
レ
ベ
ル
で
の
治
療
関
係
中
の
そ
の
存
在
論
的
実
在
性
に
深
化
す
る
の
が

〈
情
動
〉
の
問
題
性
な
の

で
あ
る
。

「
・
:
我
々
は
衝
動
代
表
の
名
で
、
衝
動
か
ら
由
来
し
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
リ
ピ
ド
l
、
興
味
)
の
或
る
一
定
量
を
備
給
さ
れ
た
表
象

あ
る
い
は
表
象
群
を
意
味
す
る
」

(
D
・
F
-
E。
)
。
こ
の
衝
動
代
表
の
量
的
要
素
は
心
的
指
標
の
も
う
一
つ
の
要
素
で
あ
り
、

〈
情
動
量

。r
t
m巾

g
丘町
2
H〉
と
呼
ば
れ
る
。
〈
情
動
量
〉
は
〈
表
象
代
理
〉
を
核
と
す
る
無
意
識
系
の
表
象
群
か
ら
切
り
離
さ
れ
で
も
、
〈
そ
の

量
に
比
例
し
た
表
現
〉
の
中
で
我
々
に
感
ビ
ら
れ
る
。
そ
の

〈
表
現
〉
が
〈
情
動
〉
で
あ
り
、
従
っ
て
〈
情
動
量
〉
の
変
化
は
〈
情
動
〉



の
変
化
と
な
る
。
確
か
に
記
述
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
〈
無
意
識
的
情
動
〉
と
い
う
概
念
に
は
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
〈
情
動
〉
は
表
象

に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
表
象
の
取
り
違
え
に
よ
っ
て
こ
そ
〈
無
意
識
的
情
動
〉
と
言
い
得
る
の
で
あ
っ
て
、
〈
情
動
〉

は
感
じ
ら
れ
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
抑
圧
理
論
は
〈
無
意
識
的
情
動
〉
概
念
を
要
求
す
る
。
抑
圧
が
不
快
を
回
避
す
る

機
制
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
〈
情
動
量
〉
の
放
出
は
表
象
の
認
知
よ
り
も
重
大
で
、
こ
の
放
出
が
抑
圧
過
程
の
成
功
や
不
成
功
に
つ
い
て

の
分
析
医
の
判
断
を
決
定
す
る
と
す
れ
ば
、
〈
無
意
識
的
情
動
〉
概
念
は
無
意
識
系
の
表
象
群
か
ら
分
離
さ
れ
た
〈
情
動
量
〉
の
放
出
と

リクールにおける無意識概念の検討

し
て
、
「
無
意
識
か
ら
直
接
発
す
る
情
動
」

(
U
-
T
E∞
)
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
抑
圧
理
論
は
〈
情
動
〉
の
経
済

論
の
重
要
性
を
明
確
に
す
る
。
抑
圧
理
論
は
局
所
論
と
経
済
論
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
、
〈
情
動
量
〉
の
放
出
を
逆
備
給
や
備

給
の
撤
収
等
の
備
給
状
態
の
変
化
と
し
て
詳
述
す
る
経
済
論
が
、
表
象
関
係
を
設
立
す
る
局
所
論
よ
り
優
位
に
立
つ
に
至
る
。
〈
無
意
識

的
情
動
〉
の
経
済
論
で
は
、
「
無
意
識
の
核
は
そ
の
備
給
を
放
出
し
よ
う
と
す
る
衝
動
代
表
か
ら
、
従
っ
て
ま
た
願
望
興
奮
か
ら
形
成
さ

れ
て
お
り
」

(
U
-
T
E
C
)、
無
意
識
は
本
来
上
時
間
と
関
係
を
も
た
な
い
か
ら
無
時
間
的
で
あ
り
、
無
意
識
過
程
の
流
れ
は
そ
の
力
と
、

快
ー
不
快
に
よ
る
統
制
の
要
求
と
に
従
い
、
従
っ
て
意
識
的
に
な
る
こ
と
は
「
単
な
る
知
覚
行
為
に
還
元
さ
れ
ず
」
(
巴

-
H
J
E弓
過
備

(
5
)
 

給
と
い
う
特
殊
な
備
給
状
態
と
し
て
経
済
論
的
に
規
定
さ
れ
る
。

こ
の
フ
ロ
イ
ト
読
解
を
地
平
に
し
て
リ
ク
l
ル
は
、
そ
の
〈
情
動
量
〉
を
「
情
動
の
中
に
代
表
さ
れ
表
象
の
中
に
移
行
し
な
い
も
の
、

そ
れ
は
欲
望
と
し
て
の
欲
望
で
あ
る
」
(
口
・
円

J
E
N
)
と
捉
え
直
し
、
〈
表
象
代
理
〉
の
領
域
を
扱
う
局
所
論
に
対
す
る
〈
情
動
〉
の
経
済

論
の
優
位
性
か
ら
、
〈
情
動
量

1
欲
望
と
し
て
の
欲
望
〉
を
扱
う
〈
情
動
〉
理
論
は
、
解
釈
学
と
経
済
論
と
の
幹
を
可
能
な
限
り
弛
め

13 

(ロ・円

J
E
ω
)、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
力
の
言
語
は
意
味
の
言
説
に
よ
っ
て
決
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
」
(
巴

-
r
E
H
)
こ
と
を
示
す
と
捉
え

直
す
。
〈
表
象
代
理
〉
の
領
域
で
は
〈
力
(
の
言
説
)
〉
は
局
所
論
と
経
済
論
的
観
点
を
介
し
て
〈
意
味
(
の
言
説
)
〉
に
包
摂
可
能
で
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あ
っ
た
が
、
〈
情
動
〉
の
領
域
で
は
〈
情
動
量

1
欲
望
と
し
て
の
欲
望
〉
が

〈
表
象
代
理
〉
を
核
と
す
る
無
意
識
系
の
表
象
群
に
移
行
し

な
い
限
り
で
〈
力
〉
は
〈
意
味
〉
に
還
元
不
可
能
な
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
経
済
論
と
し
て
の

〈
力
の
言
説
〉
は
〈
意
味
の
言
説
〉
に
還

元
で
き
な
い
独
自
の
存
立
構
造
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
〈
情
動
〉
理
論
は
経
済
論
と
し
て
の

〈
力
の
言
説
〉
に
自
律
可
能
性
を

提
供
す
る
(
ロ
L
J
E
C
)

わ
け
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
こ
か
ら
リ
ク

l
ル
は
〈
力
〉
の
自
律
可
能
性
を
結
論
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
確

か
に
表
象
群
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
で
〈
情
動
量
〉
は
「
自
己
展
開
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
萌
芽
」

(
U
-
T
E∞
)
と
し
て
以
外
に
は

知
ら
れ
ず
、
「
せ
い
ぜ
い
我
々
は
、
我
々
が
そ
れ
に
つ
い
て
多
く
を
知
ら
な
い
こ
の
情
動
の
萌
芽
か
ら
、
衝
動
の
動
き
を
経
て
、

明
瞭
な

情
動
に
至
る
ま
で
の
或
る
種
の
行
程
に
目
印
を
つ
け
、
或
る
種
の
展
開
に
標
柱
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
」
(
己
忌
・
)
が
、
し

か
し
「
こ
の
純
粋
な
経
済
論
的
な
も
の
を
表
象
可
能
な
も
の
と
言
表
可
能
な
も
の
と
の
周
辺
で
現
実
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々

は
欲
望
の
名
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
を
実
体
化
す
る
こ
と
は
で
き
ず
」
(
ロ
-
H
J
E
N
)
、
そ
う
し
て
し
ま
う
と
「
経
済
論
自
体
は
精
神
分
析
に

属
す
の
を
や
め
て
し
ま
う
」
(
F
E・
可
従
っ
て
「
精
神
分
析
は
決
し
て
裸
の
力
で
は
な
く
意
味
を
求
め
る
力
に
常
に
直
面
す
る
」
(
ロ

-rEω)

と
リ
ク

i
ル
は
結
論
す
る
。
〈
情
動
量
〉
と
し
て
の
〈
力
〉
は
表
象
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
判
明
な
実
在
と
し
て
扱
う
こ
と
も

で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
無
意
識
的
衝
動
に
つ
い
て
は
、
「
意
味
を
求
め
る
力
」
、
「
言
語
の
手
前
に
登
録
さ
れ
る
意
味
能
力
」

(ロ
L

J

部
品
)
、
「
言
語
の
方
へ
押
し
や
ら
れ
る
」
(
巴
-
T
h
E
C
)
と
述
定
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
〈
力
の
言
説
〉
の
自
律
可
能
性
の
基
盤

で
あ
る
こ
う
し
た

〈
力
〉
と
〈
意
味
〉
の
関
係
領
域
、

リ
ク

i
ル
は
こ
の
領
域
の
内
に
〈
我
思
惟
す
〉
に
対
す
る
〈
我
有
り
〉
の
先
行

性
、
を
読
み
取
り
、
精
神
分
析
を
〈
主
体
の
始
源
論
〉
と
称
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
〈
我
思
惟
す
〉
に
先
行
す
る
〈
我
有
り
〉
の
存
在
論

と
し
て
の
精
神
分
析
は
、
認
識
す
る
こ
と
が
欲
望
と
し
て
の
実
存
の
中
に
根
ざ
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
生
の
乗
り
越
え
難
さ
ば
か
り
か
、

「
欲
望
と
志
向
性
の
干
渉
」
(
ロ

-rtN)
を
も
露
に
す
る
。
ま
た
こ
の
点
で
精
神
分
析
は
こ
の
欲
望
の
カ
ッ
コ
入
れ
に
よ
っ
て
成
立
す



る
認
識
論
と
そ
の
火
床
で
あ
る
超
越
論
的
主
観
性
と
し
て
の
解
釈
学
的
意
識
の
抽
象
性
を
も
露
に
す
る
の
で
あ
る
(
正
予
)
。

し
か
し
〈
力
〉
と
そ
の
〈
言
説
〉
の
関
係
構
造
、
あ
る
い
は
〈
力
〉
と
〈
意
味
〉
の
干
渉
構
造
を
短
絡
的
に
「
意
味
作
用
に
変
換
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
(
ロ
・
「

ω
∞
品
)
と
捉
え
る
精
神
分
析
に
対
し
て
リ
ク

l
ル
は
以
下
の
よ
う
に
裁
断
す
る
。
「
従
っ
て
こ
の
領
域
で
は
何
も
の

も
確
定
さ
れ
て
い
ず
、
恐
ら
く
場
合
に
よ
っ
て
は
フ
ロ
イ
ト
の
図
式
と
は
非
常
に
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
的
図
式

(
H
H
エ
ネ
ル
ギ
ー
論

的
隠
喰
や
資
本
主
義
的
経
済
論
的
隠
喰
0
・
「
お
⑤
|
|
筆
者
注
)
の
助
け
に
よ
っ
て
、
全
部
や
り
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
(
ロ
・
「
話
品
)
。

リクールにおける無意識概念の検討

治
療
関
係
の
レ
ベ
ル
で
〈
力
〉
か
ら
〈
意
味
〉

へ
と
論
じ
る
〈
主
体
の
始
源
論
〉
と
し
て
の
精
神
分
析
は
、
こ
こ
で
逆
に
、

し
か
し
同

レ
ベ
ル
で
意
識
的
に
な
る
こ
と
の
問
題
性
を
〈
意
味
〉
か
ら
〈
力
〉

へ
と
論
じ
る
|
|
言
語
で
治
療
す
る

g
F
2
2
の
で
あ
れ
ば
I

1

〈
主
体
の
目
的
論

Eg-omお
仏
己
的
£

2
〉
と
対
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
領
域
を
含
ん
だ
〈
力
〉
と
〈
意
味
〉
の
新
し

い
関
係
構
造
は
拙
論
で
は
論
じ
得
な
い
。

注
(
1
 

旬。
c
-
m
5
8
2・
h
内

2
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E
L
2
5
Hぬ
4
2
H
a
H
g
2・
3
2
5
・
S
S
W
-
Y
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0・
(
以
下
の
・
?
と
略
記
)
。
ま
た

P
E
E
-
o
Sロ
ア
巴
。

2
3
常
?

を
ご
ぬ
と
3

2

2札
句

号

町

42邑
w

(

∞
2
5
・
5
ヨ
は
以
下
ロ
・
?
と
略
記
し
、
リ
ク
|
ル
の
諸
論
文
を
英
訳
し
て
集
め
た
の
百
ユ
2
開・

同

g
官
P
U
里
丘
∞
件
。
宅

mwz-
コZ
Eに
2
喜

ε
ミ
HUS円
周
芯
暗
号
(
回

0
9
8コ
句

Z
ω
ω
)
・

5
aは
以
下
旬
-
M
Y
と
略
記
す
る
。

リ
ク
l
ル
は
実
存
論
的
段
階
に
、
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
か
ら
の
主
体
の
始
源
論
と
、
へ
1

ゲ
ル
の
精
神
現
象
学
か
ら
の
主
体
の
目
的
論
広

}Zl

z官
含

2
2と
、
エ
リ
ア
l
デ
等
の
宗
教
現
象
学
か
ら
の
終
末
論

2
口

Z
g
Z
1。
を
認
め
る
。
こ
の
三
つ
の
存
在
論
を
象
徴
表
現
1
解
釈
の
領
域
で

調
停
す
る
こ
と
が
リ
ク
l
ル
の
壮
大
な
企
て
で
あ
る
。
象
徴
表
現
に
つ
い
て
は
、
そ
の
退
行
的
性
格
を
説
明
す
る
精
神
分
析
(
昇
華
の
問
題
性
を

留
保
す
れ
ば
)
は
、
「
抑
圧
さ
れ
た
衝
動
以
外
に
象
徴
的
な
も
の
の
源
泉
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
手
段
を
も
た
な
い
」

(
ロ
・
?
・
お
印
)
の
で
あ
れ
ば
、
生
き
た
隠
喰
の
も
つ
性
格
、
つ
ま
り
解
釈
に
お
い
て
「
象
徴
が
自
己
自
身
の
起
源
を
否
認
し
乗
り
越
え
る
能
力
」

(
】
『
ぶ
・
)
と
い
う
象
徴
表
現
の
前
進
的
性
格
を
否
定
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
指
摘
し
て
お
く
。

2 

15 
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(
3
)
 

(4) 

可

-
P中
の
論
文
a

↓r
o
e
s
a
g
o『
司
可
。
。
町
宮
司

Z
豆
、
田
〈
〈
吋
即
位
口
問
ω
ョ
参
照
。

こ
れ
は
ラ
カ
ン
批
判
で
あ
る
。
リ
ク
l
ル
は
、
精
神
分
析
の
行
動
主
義
的
再
定
式
化
へ
の
批
判
と
い
う
点
で
ラ
カ
ン
に
賛
同
す
る
が
、
彼
に
無
意

識
の
言
語
学
的
定
式
化
の
た
め
に
そ
の
経
済
論
を
排
除
す
る
考
え
方
を
見
、
彼
を
批
判
す
る
(
巴

-ra∞
)
。
そ
の
言
語
学
的
定
式
化
の
利
点
は
無

意
識
の
経
済
論
が
物
化
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
定
式
化
は
経
済
論
に
裏
打
ち
さ
れ
て
こ
そ
理
解
可
能
な
の
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
経

済
論
を
言
語
学
的
定
式
化
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
(
ロ
・
「
民
間
)
。
こ
の
点
で
は
ラ
プ
ラ
ン
シ
ユ
や
ル
ク
レ
ー
ル
も
同
様
で
あ
っ

て
、
確
か
に
彼
ら
の
有
名
な
定
式

V

一s

一s
一S
中
の
分
母

S
一S
は
、
同
ピ
表
記
が
能
記
で
も
あ
り
所
記
で
も
あ
る
点
で
、
ラ
カ
ン
と
は
異

な
り
無
意
識
の
非
言
語
的
性
格
を
意
味
す
る
が
、
し
か
し
同
時
に
そ
れ
に
よ
っ
て
無
意
識
の
言
語
学
的
定
式
化
の
限
界
が
示
さ
れ
て
い
る
と
リ
ク

ー
ル
は
捉
え
る

(
U
-
T
S
N
)。

リ
ク

l
ル
は
こ
こ
に
精
神
分
析
と
現
象
学
の
相
違
を
見
て
い
る
(
ロ

-
T
8。)。

(5) 


